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調査の概要 

 

１ 調査目的 

  県民の栄養素等摂取量、身体の状況及び生活習慣の状況を明らかにし、富山県健康増進

計画、富山県食育推進計等県の各種計画や県民の健康増進を総合的に推進するための基礎

資料を得ることを目的とする。 

 

２ 調査対象 

県下の 13 地区の世帯（649 世帯）及び当該世帯の１歳以上の世帯員（1,602 人）を調査

客体とした。各厚生センター（支所）管内の市町村及び富山市から、国民健康・栄養調査

の対象地区と合わせて 13 地区を選定し、１地区あたり約 45～65 世帯、約 180～220 人を

対象に調査を行った。 

調査対象世帯数、調査実施世帯数は、次のとおりであった。 

調査対象世帯数 調査実施世帯数 

649 309 

   ※栄養摂取状況調査、身体状況調査、生活習慣調査のいずれかに協力した世帯数 

集計客体は次のとおりであった。 

（１）地区別集計客体数 

※栄養摂取状況調査、身体状況調査、生活習慣調査のいずれかに協力した世帯数及び世帯員数 

＊国民健康・栄養調査地区 

（２）年齢階級別集計客体数 
総数 1-6歳 7-14歳 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

総数 調査実施総数 798 19 42 29 49 54 89 93 153 270

栄養摂取状況調査 757 19 42 26 44 47 83 88 149 259

生活習慣調査 701 - - - 46 53 88 92 155 267

生活習慣調査Ⅱ 723 - - 28 44 52 87 91 155 266

身体状況調査 526 10 28 12 19 25 44 65 124 199

　　　身長・体重計測 525 10 28 12 19 25 44 65 123 199

　　　腹囲計測 441 - - - 19 23 37 64 117 181

　　　問診 439 - - - 19 22 37 64 116 181

　　　血圧 440 - - - 19 23 37 64 115 182

　　　血液検査 380 - - - 15 21 36 59 101 148

歩数 586 - - - 37 40 73 84 138 214

男性 調査実施総数 373 11 20 15 26 31 44 44 67 115

栄養摂取状況調査 346 11 20 14 24 25 40 40 64 108

生活習慣調査 319 - - - 22 30 42 43 67 115

生活習慣調査Ⅱ 333 - - 15 21 29 43 42 69 114

身体状況調査 206 5 13 7 6 12 17 22 48 76

　　　身長・体重計測 206 5 13 7 6 12 17 22 48 76

　　　腹囲計測 160 - - - 6 10 13 22 44 65

　　　問診 159 - - - 6 10 13 22 44 64

　　　血圧 159 - - - 6 10 13 22 44 64

　　　血液検査 132 - - - 5 9 13 21 35 49

歩数 253 - - - 18 20 32 37 57 89

女性 調査実施総数 425 8 22 14 23 23 45 49 86 155

栄養摂取状況調査 411 8 22 12 20 22 43 48 85 151

生活習慣調査 382 - - - 24 23 46 49 88 152

生活習慣調査Ⅱ 390 - - 13 23 23 44 49 86 152

身体状況調査 320 5 15 5 13 13 27 43 76 123

　　　身長・体重計測 319 5 15 5 13 13 27 43 75 123

　　　腹囲計測 281 - - - 13 13 24 42 73 116

　　　問診 280 - - - 13 12 24 42 72 117

　　　血圧 281 - - - 13 13 24 42 71 118

　　　血液検査 248 - - - 10 12 23 38 66 99

歩数 333 - - - 19 20 41 47 81 125

所管厚生センター

（保健所）
富山

市町村名 朝日町* 魚津市 滑川市* 上市町 富山市* 高岡市* 射水市* 砺波市* 南砺市

地区数 1 1 1 1 4 2 1 1 1 13

世帯数 26 25 21 28 89 40 22 27 31 309

世帯員数 69 55 58 66 205 111 46 88 100 798

新川 中部 高岡 砺波
県計
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３ 調査項目 

  本調査は、栄養摂取状況調査、身体状況調査、生活習慣調査の３つの調査からなり、   

調査票毎の調査項目は次のとおりである。 

 

（１）栄養摂取状況調査票（満 1歳以上の全員） 

ア．世帯状況：世帯員番号、氏名、生年月日、性別、妊婦（週数）、授乳婦別、仕事の 

種類 

イ．食事状況（1 日）：朝・昼・夕食別、家庭食・調理済み食・外食・給食・その他の区

別 

ウ．食物摂取状況（1 日）：料理名、食品名、使用量、廃棄量、世帯員ごとの案分比率 

（朝・昼・夕・間食別） 

  エ．1 日の身体活動量＜歩数＞（20 歳以上） 

 

（２）身体状況調査票 

ア．身長・体重（満 1 歳以上の全員） 

イ．腹囲（満 20 歳以上の全員） 

ウ．血圧（満 20 歳以上の全員） 

エ．血液検査（満 20 歳以上の全員） 

オ．問診（服薬状況、運動習慣等）（満 20 歳以上の全員） 

    ①血圧を下げる薬の使用の有無 

    ②脈の乱れを治す薬の使用の有無 

    ③インスリン注射または血糖を下げる薬の使用の有無 

    ④コレステロールを下げる薬の使用の有無 

    ⑤中性脂肪（トリグリセライド）を下げる薬の使用の有無 

    ⑥糖尿病指摘の有無 

    ⑦糖尿病治療の有無 

    ⑧医師からの運動禁止の有無 

    ⑨運動習慣：1 週間の運動日数、運動を行う日の平均運動時間、運動の継続年数 

 

（３）生活習慣調査票（満 20歳以上の全員）、生活習慣調査票Ⅱ（満 15歳以上の全員） 

食生活、身体活動・運動、休養（睡眠）、口腔ケア等に関する、生活習慣全般についての

アンケート調査 

 

４ 調査時期 

  平成 28 年 10～11 月中とした。 

（１）栄養摂取状況調査：日曜日及び祝祭日を除く任意の 1 日 

（２）身 体 状 況 調 査：地区の実情を考慮して、最も高い参加率をあげうる日時 

（３）生 活 習 慣 調 査：調査期間中（10～11 月） 

 

５ 調査要領 

（１）調査員の構成 

調査員は、医師、管理栄養士、保健師、臨床検査技師及び事務担当者等のうちから任命

又は委嘱した者で構成した。栄養摂取状況調査は、管理栄養士、栄養士がこれにあたり、

身体状況調査は医師、保健師、臨床検査技師等が担当した。 
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（２）調査の機関と組織 

ア．厚生部健康課は企画、立案、公表を行った。 

イ．各厚生センター・保健所は、調査実施に係る事前準備並びに本調査、調査票の整理・

審査を行った。 

 

（３）調査方法 

  ※ 調査方法の詳細は、平成 28 年国民健康・栄養調査必携に記された方法に準じた。 

ア．栄養摂取状況調査（調査票様式 14～17 頁参照） 

（ア）食物摂取状況 

調査日は、日曜、祝祭日、冠婚葬祭その他特別に食物摂取に変化のある日を避け、被

調査世帯においてなるべく普通の摂取状態にある日に実施し、被調査者の積極的協力を

得るため、調査開始前に被調査者に対し調査の趣旨および記入要領を十分説明した。 

被調査者は、調査期間（１日間）に飲食した全ての料理や食品について、家族全体及

び 1 人ひとりが食べた重量（秤量）や目安量を記入した。また、調査員である管理栄養

士等は、被調査世帯を訪問する等により面接を行い、記入漏れ等の内容確認、調査票の

確認及び回収を行った。 

  （イ）1 日の身体活動量＜歩数＞ 

   歩数計を用いた 1 日の身体活動量（歩数）の測定は、歩数計を被調査者に事前に配布

して歩数測定方法を説明し、これに従って測定後、被調査者が 1 日の身体活動量（歩数）

と歩数計の装着状況を記録した。使用機器はアルネス 200S とした。 

 

イ．身体状況調査（調査票様式 18 頁参照） 

身体状況調査は、被調査世帯の世帯員を対象とし、被調査者の集合に便利な場所で実

施した。調査方法は次のとおりである。 

（ア）身長・体重 

（イ）腹囲 

（ウ）血圧：対象者は座位とし、リバロッチ水銀血圧計を用いて収縮期（最高）血圧及

び拡張期（最低）血圧を２回計測した。 

（エ）血液検査：調査項目は下記の４項目である。 

  《血液検査項目》 

ヘモグロビンＡ1c、総コレステロール、HDL-コレステロール、LDL-コレステロール 

（オ）問診：項目は前述（P2）のとおり 

 

ウ．生活習慣調査（調査票様式 19～21 頁参照） 

留め置き法による質問紙調査とし、生活習慣調査票は、栄養摂取状況調査票と併せ

て配布し、被調査者が記入した。高齢などの理由で回答が困難な場合は家族等が回答

した。 

 

（４）調査に関する秘密の保持 

この調査は、心身の状態や周囲の環境、生活習慣等について具体的な情報を取り扱うと

ともに、多数の関係者が携わるという特色を有することから、被調査者に係る情報を適切

に取り扱い、その個人情報を保護するものとする。 

 

（５）個人結果の還元 

食事診断結果票（Ｐ22）及び血液検査結果票を、厚生センター（保健所）において各世
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帯あてに通知するとともに、必要な事後指導を行った。 

 

６ 結果の集計 

調査地区を管轄する厚生センター・保健所において、各調査票の内容を十分審査・確認を

行った。データ入力及び集計業務は外部に委託して行った。 

 

７ 本書利用の留意点 

（１）栄養素等摂取量の算出 

栄養素等摂取量の算出には、「日本食品標準成分表 2010（科学技術庁資源調査会、現文

部科学省資源室）」（以下、「食品成分表 2010」という）を基本とした、栄養計算ソフトウ

ェア「食事しらべ 2016」（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所）を用いた。こ

のソフトにより求められる栄養素等摂取量は、調理に伴う栄養成分や重量の変化に対応し

ている他、国民健康・栄養調査と同等の栄養素等摂取量の算出が可能である。 

（２）食品群分類 

作表にあたって、食品群分類は、国民健康・栄養調査食品群別表（表 1、8～13 頁）を使

用した。なお、「バター（小分類 76）」と「動物性油脂（小分類 79）」は、動物性食品とし

て取り扱っているので注意されたい。また、平成 13 年国民栄養調査より、以下の点につい

て変更されている。 

  ①分類 

「ジャム」は「砂糖類」から「果実類」に、「味噌」は「豆類」から「調味料・香辛料

類」に、「マヨネーズ」は「油脂類」から「調味料・香辛料類」に分類。 

  ②重量 

食品の重量は、調理を加味した数量となり、「米・加工品」の米は「めし」・「かゆ」な

ど、「その他の穀類・加工品」の「干しそば」は「ゆでそば」など、「藻類」の「乾燥わ

かめ」は「水戻しわかめ」など、「嗜好飲料類」の「茶葉」は「茶浸出液」などで算出。 

（３）食事内容 

次の区分により集計した。 

ア．家庭食 

 家庭で作った食事や弁当を食べた場合。 

イ．調理済み食 

すでに調理されたものを買ってきたり、出前をとって家庭で食べた場合。 

ウ．外食 

飲食店での食事及び家庭以外の場所で出前をとったり、市販のお弁当を買って食べる

など家庭で調理せずに、食べる場所も家庭ではない場合。（食事内容は「イ．調理済み食」

と同じ）。 

エ．給食 

・保育所・幼稚園給食（教職員は、職場給食） 

・学校給食（教職員は、職場給食） 

・職場給食 

オ．その他 

・菓子、果物、乳製品、嗜好飲料などの食品のみを食べた場合 

・錠剤などによる栄養素の補給、栄養ドリンク剤のみの場合 

・食事をしなかった場合 
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（４）血圧の分類 

 
収縮期血圧（最高血圧）

（mmHg） 
 

拡張期血圧（最低血圧）

（mmHg） 

至適血圧 ＜120 かつ ＜80 

正常血圧 ＜130 かつ/または ＜85 

正常高値血圧 130～139 かつ/または 85～89 

Ⅰ度高血圧 140～159 かつ/または 90～99 

Ⅱ度高血圧 160～179 かつ/または 100～109 

Ⅲ度高血圧 ≧180 かつ/または ≧110 

収縮期高血圧 ≧140 かつ ＜90 

結果図表中の数値は、2回の測定値の平均値。     （「日本高血圧学会（2014年）による血圧の分類」より） 

 

（５）肥満の判定 

15 歳以上における肥満度は、BMI（Body Mass Index，次式）を用いて判定した。 

BMI＝体重 kg／（身長 m）2 

男女とも BMI＝22 を標準とし、肥満の判定基準は下記のとおりである。 

 

判定 低体重（やせ） 普通 肥満 

BMI 18.5未満 18.5以上25.0未満 25.0以上 

                            （「日本肥満学会（2011年）による肥満の判定基準」より） 

 

6～14歳における肥満度は、日比式及び学校保健統計調査方式により判定した。 

 

日比式による肥満度判定 

 

判定 やせすぎ やせぎみ 普通 太りぎみ 肥満 

肥満度 －20% 未満 
－20% 以上 

－10% 未満 

－10% 以上 

 10% 未満 

10% 以上 

20% 未満 
20% 以上 

 

肥満度（％）＝（実測体重（kg）－標準体重（kg））／標準体重（kg）×100 

標準体重（kg）＝係数1×身長（cm）3＋係数2×身長（cm）2＋係数3×身長（cm）

＋係数4 

 

性別 係数1 係数2 係数3 係数4 

男子 0. 0000641424 －0. 0182083 2. 01339 －67. 9488 

女子 0. 0000312278 －0. 00517476 0. 34215 1. 66406 

 

（参考）①日比逸郎：肥満症．現代小児科学大系 第4巻 栄養障害と代謝障害、pp. 330-343（1968）

中山書店、東京 ②吉池信男：学童、生徒における肥満者頻度の経年変化―健康日本21

の数値目標と各種指標、栄養学雑誌：58（4）；177-180（2000） 
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学校保健統計調査方式による肥満度判定 

 

 やせ傾向 
普通 

肥満傾向 

 －20% 以下 20% 以上 

判定 高度やせ 軽度やせ  軽度肥満 中等度肥満 高度肥満 

肥満度 －30% 以下 
－30%超 

－20% 以下 

－20%～ 

 ＋20% 

20% 以上 

30% 未満 

30% 以上 

50% 未満 
50% 以上 

肥満度（過体重度）＝（実測体重（kg）－身長別標準体重（kg））/身長別標準体重（kg） 

×100（％） 

身長別標準体重（kg）＝a×実測身長（cm）－b 

 

 係数 

 男子 女子 

年齢 a b a b 

6 0. 461 32. 382 0. 458 32. 079 

7 0. 513 38. 878 0. 508 38. 367 

8 0. 592 48. 804 0. 561 45. 006 

9 0. 687 61. 390 0. 652 56. 992 

10 0. 752 70. 461 0. 730 68. 091 

11 0. 782 75. 106 0. 803 78. 846 

12 0. 783 75. 642 0. 796 76. 934 

13 0. 815 81. 348 0. 655 54. 234 

14 0. 832 83. 695 0. 594 43. 264 

 

（参考）①財団法人日本学校保健会「児童生徒の健康診断マニュアル（改定版）」（2006） 

②村田光範、伊藤けい子：平成14年度厚生労働省厚生科学研究費補助金健康科学総合研

究事業 小児の栄養・運動・休養からみた健康度指標とQOL に関する研究 身体活動

からみた健康度指標とQOL に関する研究（2003） 

 

（６）“メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の疑い”の判定 

  県民健康栄養調査の血液検査では、空腹時採血が困難であるため、メタボリックシンド

ローム（内臓脂肪症候群）の診断基準項目である空腹時血糖値及び中性脂肪値により判定

はしない。したがって、本報告における判定は以下のとおりとした。 

 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）が強く疑われる者 

腹囲が男性 85cm、女性 90cm 以上で、３つの項目（血中脂質、血圧、血糖）のうち、２つ

以上の項目に該当する者。 

 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予備群と考えられる者 

腹囲が男性 85cm、女性 90cm 以上で、３つの項目（血中脂質、血圧、血糖）のうち、１つ

に該当する者。 
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※該当するとは、下記の「基準」を満たしている場合、かつ／または「服薬」がある場合とする。 

 

腹囲 男性：85cm以上、女性：90cm 以上 

項目 血中脂質 血圧 血糖 

基準 
・HDL-コレステロール値

40mg/dl 未満 

・収縮期血圧 130mmHg 以上 

・拡張期血圧 85mmHg 以上 

・ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ A1c（NGSP）値 

6.0%以上 

服薬 

・コレステロールを下げる

薬服用 

・中性脂肪（ﾄﾘｸﾞﾘｾﾗｲﾄﾞ）

を下げる薬服用 

・血圧を下げる薬服用 ・血糖を下げる薬服用 

・インスリン注射使用 

 

（７）“糖尿病が強く疑われる者”、“糖尿病の可能性を否定できない者”の判定 

  糖尿病が強く疑われる者 

   ヘモグロビン A1c の測定値があり、身体状況調査（６）（c）及び（７）に回答した者

のうち、ヘモグロビン A1c（NGSP）値が 6.5%以上、又は、身体状況調査（７－１）現在、

糖尿病治療の有無に「１ 有」と回答した者。 

  糖尿病の可能性を否定できない者 

   ヘモグロビン A1cの測定値がある者のうち、ヘモグロビン A1c（NGSP）値が 6.0%以上、

6.5%未満で、“糖尿病が強く疑われる者”以外の者。 

 

（８）その他 

・本調査の集計は、回答のあった者を対象とし、無回答は除外している。 

・結果の概要における一部グラフについては、対象者数を（ ）内に併記した。 

・本調査結果に掲載している数値は四捨五入のため、内訳合計が総数と合わないことが

ある。 

・複数回答と記載のある集計は、1つの質問に対して2つ以上の回答を可能としており、

回答数の合計を回答者数で割った比率の合計は、100％と一致しない場合がある。 
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表１ 国民健康・栄養調査食品群別表 
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地区番号

世帯番号

世帯員番号

性別   １ 男　　２ 女

年齢 （平成２８年１１月１日現在）

　厚生センター（保健所）

平成２８年　県民健康栄養調査

富山県

生活習慣調査票Ⅱ（１５歳以上用）

調整中 問5

問6

問7

問8

１　ある　　　　　２　ない 問8へ

（問８-1）

問9

問10 あなたは、この1か月間に以下のアからケの食べ物をどのくらいの程度で食べましたか。
それぞれあてはまる番号を１つだけ選んで○をつけてください。

１　はい　　　　　　　　　２　いいえ

次の質問に「はい」「いいえ」でお答えください。

冷凍食品をどのくらい利用していますか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。

１　毎日２回以上　　　　　　　　　　　５　週１回
２　毎日１回　　　　　　　　　　　　　６　週１回未満
３　週４～６回　　　　　　　　　　　　７　全く利用しない
４　週２～３回

１　食事の量は適量である　　　　　　　　　　　　はい　　　　いいえ
２　食事を共にする家族や友人がいる　　　　　　　はい　　　　いいえ
３　食事は十分な時間をとっている　　　　　　　　はい　　　　いいえ
４　自分にとって適切な食事内容・量を知っている　はい　　　　いいえ

あなたは、外食する時や食品を購入する時に、食品や料理の栄養成分の表示を見たことがありますか。あてはまる番
号を１つ選んで○印をつけてください。

あなたは、１日最低１食、きちんとした（栄養面、健康面に配慮した）食事を２人（家族、友人、知人など）以上で楽しく、
３０分以上かけて食べていますか。

問８で１（ある）と答えた方にお聞きします。

その場合、栄養成分表示を参考にしてメニューを選びますか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけて下さい。

１　いつも参考にしている　　　　　２　時々参考にしている
３　あまり参考にしていない　　 　４　ほとんど参考にしていない

あなたが、食品を購入する際の参考として、必要だと思う栄養成分表示はどれですか。
あてはまる番号をすべてに選んで○印をつけてください。

１　エネルギー（熱量）　　　　　　　　　　７　コレステロール
２　たんぱく質　　　　　　　　　　　　　　８　糖類
３　脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　９　食物繊維
４　炭水化物　　　　　　　　　　　　　　　10　ビタミン・ミネラル
５　ナトリウム（食塩相当量）　　　　　　　11　その他
６　飽和脂肪酸　　　　　　　　　　　　　　12　特にない

１
毎日2回以上

２
毎日1回

３
週４～６回

４
週２～３回

５
週１回

６
週１回未満

７
食べなかった

ア　ごはん 1 2 3 4 5 6 7

イ　パン 1 2 3 4 5 6 7
ウ　麺類
ラーメン（インスタントや
カップラーメンを含
む）、うどん、そばなど

1 2 3 4 5 6 7

エ　肉類 1 2 3 4 5 6 7

オ　魚介類 1 2 3 4 5 6 7

カ　卵類 1 2 3 4 5 6 7

キ　大豆・大豆製品 1 2 3 4 5 6 7

ク　緑黄色野菜 1 2 3 4 5 6 7

ケ　その他の野菜 1 2 3 4 5 6 7

【食習慣についてお伺いします。】

問１

（問1-1）

問2

問3

問4

１　小学生の頃から　　　　　　　２　中学生の頃から
３　高校生の頃から　　　  　　　４　高校を卒業した頃から
５　２０歳代から　　 　　　　 　６　３０歳代から
７　４０歳代から 　　　　　　 　８　５０歳代から
９　６０歳代から 　　   　　　１０　７０歳代以上から

あなたが今より（今までどおり）朝食を食べるためには、どの様なことが必要だと思われますか。あてはまる番号をす
べて選んで○印をつけて下さい。

１　自分で朝食を用意する努力
２　家族や周りの人の支援（朝食を用意してくれる）
３　夕食や夜食を取りすぎない
４　早く寝る、よく眠る
５　早く起きる
６　外食やコンビニ等で手軽に朝食をとれる環境
７　残業時間の短縮など労働環境の改善
８　特にない
９　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あなたはふだん朝食を食べますか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけて下さい。

１　ほとんど毎日食べる　　　　　　　　　問２へ
２　週２～３日食べない
３　週４～５日食べない
４　ほとんど食べない

問１で２～４（食べない）と答えた方にお聞きします。

いつ頃から朝食を食べないことがあるようになりましたか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけて下さい。

あなたは、ふだん外食することがありますか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけて下さい。

１　毎日２回以上（週１４回以上）外食をする
２　毎日１回以上２回未満（週７回以上１４回未満）外食をする
３　週２回以上７回未満外食をする
４　外食しない、または週２回未満外食をする

あなたは、持ち帰りの弁当や惣菜をどのくらい利用していますか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけて下さい。

１　毎日２回以上　　　　　　　　　　　５　週１回
２　毎日１回　　　　　　　　　　　　　６　週１回未満
３　週４～６回　　　　　　　　　　　　７　全く利用しない
４　週２～３回
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問11

問12

問13

問14

問15

問16

問17

問18

　１　週に５回以上　　　　　　　　　　３　週に１～２回
　２　週に３～４回　　　　　　　　　　４ 　ほとんどない

1回の食事で主食（ご飯、パン、めん類等）を組合わせて食べることがありますか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。
例　おにぎり＋カップめん、うどん＋いなりずし

ラーメン（インスタントラーメンやカップラーメンを含む）、うどん、そばなどの麺類の汁を飲みますか。あてはまる番号を
１つ選んで○印をつけてください。

　１　全部飲む　　　　　　　　　　　　３　1/3くらい飲む
　２　半分くらい飲む　　　　　　　　　４ 　ほとんど飲まない

普段の食事で当てはまる番号をすべて選んで○印をつけて下さい。

　１　食事には汁ものがほしいと思う
　２　人より食べるのが早いと思う
　３　濃い味付けが好きだ
　４　食事のときに漬物がないと物足りない
　５　朝・昼・夕の食事時間は不規則だ
　６　味をみないで、しょうゆやソース等をかけることが多い
　７　調味料はたっぷりかけるほうだ
　８　１～７どれもあてはまらない

あなたは、現在の食事をどのように思いますか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。

１　大変よい　　２　よい　　３　少し問題がある　　４　問題が多い

ハム・ソーセージなどの肉加工品を食べる頻度はどのくらいですか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。

１　毎日２回以上　　　　　　　　　　　５　週１回
２　毎日１回　　　　　　　　　　　　　６　週１回未満
３　週４～６回　　　　　　　　　　　　７　全く利用しない
４　週２～３回

あなたは、主食（ごはん、パン、麺類などの料理）、主菜（魚介類、肉類、卵類、大豆・大豆製品を主原料にした料理）、
副菜（野菜類、海藻類、きのこ類を主原料にした料理）の３つを組合わせて食べることが1日2回以上あるのは、週に何
日ありますか。

１　ほとんど毎日
２　週に４～５日
３　週に２～３日
４　ほとんどない

かまぼこ・ちくわなどの魚介練り製品を食べる頻度はどのくらいですか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。

１　毎日２回以上　　　　　　　　　　　５　週１回
２　毎日１回　　　　　　　　　　　　　６　週１回未満
３　週４～６回　　　　　　　　　　　　７　全く利用しない
４　週２～３回

昆布締めや魚介の味噌漬けなどの魚介の漬物を食べる頻度はどのくらいですか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。

１　毎日２回以上　　　　　　　　　　　５　週１回
２　毎日１回　　　　　　　　　　　　　６　週１回未満
３　週４～６回　　　　　　　　　　　　７　全く利用しない
４　週２～３回

【高血圧についてお伺いします。】

問25

１　ある　　　　　２　ない 問25へ

問25で１（ある）と答えた方にお聞きします。

（問25-1）

問25-1で２，３と答えた方にお聞きします。

（問25-2）

【飲酒についてお伺いします。】

問26

１　１合まで　　　　２　２合まで　　　　３　３合まで
４　５合まで　　　　５　わからない

１　現在受けている
２　以前に受けたことがあるが、現在は受けていない
３　ほとんど治療を受けたことがない

治療を受けておられない理由にすべて○印をつけてください。

１　医師から治療や次回受診の説明がなかったから
２　よくなったので、自分で判断してやめた
３　治療効果がなかったので、自分で判断してやめた
４　主治医が転勤等でかわったためやめた
５　家事や仕事が忙しくて受診できなくてやめた
６　自覚症状がないのでやめた
７　病気そのものや治療の必要性がわからないのでやめた
８　お金がかかるのでやめた
９　医師から受診の必要性がないといわれたため
１０　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あなたはこれまでに医療機関や健診で高血圧といわれたことがありますか。（「境界型である」「高血圧の気がある」
「高血圧になりかけている」などのようにいわれた方も含みます。）
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。

高血圧の治療を受けたことがありますか。

※清酒１合（１８０ｍｌ）は、次の量にほぼ相当します。
　　ビール・発泡酒中瓶１本（約500ｍｌ）、焼酎２０度（１３５ｍｌ）、焼酎２５度（１１０ｍｌ）、焼酎３５度（８０ｍｌ）、チュウハイ
７度（３５０ｍｌ）、ウイスキーダブル１杯（６０ｍｌ）、ワイン２杯（２４０ｍｌ）

あなたが思う「節度ある適度な飲酒」とは、清酒の量にするとどの程度だと思いますか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。

【歯についてお伺いします。】　

問27

問28

問29

【健診等受診状況についてお伺いします。】

問30

１　ある　　　　　２　ない

（問30-1）

１　指摘を受けていない

２　肥満
３　高血圧症（血圧が高い）

４　糖尿病（血糖が高い）

６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（問30-2）

１　はい　　　　　２　いいえ

（付問） その後、医療機関に行きましたか。

１　はい　　　　　２　いいえ

調査はこれで終了です。ありがとうございました。

５　血中の脂質異常
 〔総コレステロール、LDL（悪玉）コレステロールや中性脂肪（トリグリセライド）
  が高い、または、HDL(善玉）コレステロールが低い〕

（問30-１で２～６に○をつけた方にお伺いいたします）医療機関を受診するように勧められましたか。
※検査目的の受診は除きます。

あなたは、この1年間に専門家による口腔ケア（歯石の除去や歯面の清掃）を受けましたか。

１．受けた　　　　　　　　　　２．受けていない

あなたは、次のもの（歯間部清掃用具器具など）を使用していますか。次の中からすべてあげてください。

かんで食べるときの状態について、あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。

１　デンタルフロス・糸（付き）ようじ
２　歯間ブラシ

１　何でもかんで食べることができる
２　一部かめない食べ物がある
３　かめない食べ物が多い
４　かんで食べることはできない

１　デンタルフロス・糸（付き）ようじ
２　歯間ブラシ
３　口の汚れや臭いを取る洗う口液（うがい液）
４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あなたは過去１年間に、健診（健康診断及び人間ドック）を受けたことがありますか。

健診の結果、次のような指摘を受けましたか。あてはまる番号をすべて選んで○印をつけてください。

肥満、高血圧症（血圧が高い）、糖尿病（血糖が高い）、血中の脂質異常〔総コレステロール、LDL（悪玉）コ

ここからは２０歳以上の方にお伺いします。

２０歳未満の方はこれで終了です。ありがとうございました。

注：次のようなものは健診等には含まれません。

がんのみの検診、妊産婦検診、歯の健康診査、

病院や診療所で行う診療としての検査

問19

問20

（問20-1）

【健康づくりについてお伺いします。】

問21 

（問21-1）

問22

問23

【運動習慣についてお伺いします。】

問24

自分の食事について、今後どのようにしたいと思いますか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。

１　今よりよくしたい　　２　今のままでよい　　３　特に考えていない

あなたはふだん、錠剤、カプセル、顆粒、ドリンク状のビタミン、ミネラルを飲んでいますか。あてはまる番号を１つ選ん
で○印をつけてください。

１　毎日飲んでいる
２　週４～５日飲んでいる
３　週２～３日飲んでいる
４　ほとんど飲んでいない
５　飲んでいない

問20で１～３と答えた方にお聞きします。

上記のビタミンやミネラルをとる理由は何ですか。あてはまる番号をすべて選んで○印をつけてください。

１　不足している栄養成分の補給　　　２　美容のため
３　病気の予防・健康増進　　　　　　４　病気の治療のため
５　老化防止　　　　　　　　　　　　６　特になし

あなたの地域、職場や学校等で、健康あるいは栄養に関する学習や活動を行う自主的な集まり（サークル）はあります
か。

１　ある　　　　　２　ない　　　　　３　わからない

問21で１（ある）と答えた方にお聞きします。

あなたは、自主的な集まり（サークル）に参加したことはありますか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。

１　いつもしている　　　　　　　　　　　　　２　時々している
３　以前はしていたが、現在はしていない　　　４　まったくしたことがない

１　現在参加している
２　過去１年の間に参加したことがある
３　過去１年位の間には参加したことはなかった

あなたは、太っていると思いますか。やせていると思いますか。
あてはまる番号を１つ選んで○印をつけて下さい。

１　太っている
２　少し太っている
３　ちょうどよい（ふつう）
４　少しやせている
５　やせている

あなたは、現在、理想の体重に近づけよう、あるいは理想の体重を維持しようと心がけていますか。

１　はい　　　　　　　　　２　いいえ

あなたは日頃から、日常生活の中で、健康の維持・増進のために意識的に身体を動かすなどの運動をしていますか。
（ただし、学校の授業でおこなっているものは除きます。）あてはまる番号を１つ選んで○印をつけてください。
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エネルギー摂取量とエネルギー比率

たんぱく質脂肪炭水化物
摂取量のめやす# # #
あなたの摂取量# # #

朝食昼食夕食間食
# # # #

一日の食事（エネルギー）のうちで、 調査日の食事内容
朝食・昼食・夕食・間食の割合

身体測定結果 歩数
※結果内に*の印字がある場合、

正確な調査が行われていない

※ 成人の目安　やせ:18.5未満、 ふつう:18.5以上 25未満、肥満:25以上 可能性があります。

%

2200

20%

Ⅱ

%(g)

65%%(g)

ご飯

みそ汁

コーヒー

サラダ

朝食 夕食

栗おこわ

具だくさんポトフ

煮しめ（里芋、高野豆腐、野菜）

(55.2g)

1618

～

厚焼き卵

ヨーグルト

kcal

たんぱく質エネルギー比

(241.5g)

%(g)

1650

身体活動レベル

13%

30%

kcal

%

～20%脂肪エネルギー比

炭水化物エネルギー比 61.9%

24.5%%(g)

%

～

～

50%

13.6%

(44.0g)

エネルギー kcal

栄養調査摂取状況調査報告
期間 ２０１６年１１月０２日～２０１６年１１月０２日

摂取量のめやす

(年齢) 64歳(名前) ○○　○○　様 (性別) 女

あなたの摂取量

（１日間）

%(g)

%(g)

なます

お茶

コーヒー

体重(kg) 腹囲(cm)
47.4 146.1

きつねうどん（汁・残）

お茶

8280
ＢＭＩ

22.2
身長(cm)

昼食 間食

朝食 夕食

ごはん

71
測定年月
28年11月

１日の歩数

豚汁（大椀）

昼食 間食

ほうじ茶(浸出液)

黒豆佃煮

23.4%

38.4%

37.0%

1.3%

13～20

13.6 

20～30

24.5 

50～65

61.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

摂取量のめやす

あなたの摂取量

たんぱく質 脂肪 炭水化物

※アルコール飲料には、調味料として使用した量も含みます。

53g
卵類 10g

果汁・果汁飲料
きのこ類

食品群

g 1.5

その他の嗜好飲料 850g
調味料 189g

乳類

＜参考＞
「健康日本21（第二次）」の目標項
目

●食塩摂取量の減少

　１日あたりの食塩摂取量の平均
値　8g

●野菜と果物の摂取量の増加
・１日あたりの野菜摂取量の平均

値　350g
・果物摂取量100g未満の者の割合
30%

海草類 －
生魚介類 －

日本人の食事摂取基準(2015年版)による

143g

7.0

米
その他の穀類

あなたの摂取量
310g

食品群 あなたの摂取量

211g

３）Ｃ値、上限量は％エネルギー

各食品群の摂取量

１）Ｃ値で示した値は、「生活習慣病予防の観点からみた望ましい摂取量」です。

食塩相当量
食物繊維 g 18

－
アルコール飲料※ 7g

mg

230g

0g
菓子類

コレステロール 91
13.7
8.4

魚介加工品 15g
肉類

ビタミンＥ
ビタミンＫ
ビタミンＢ1

ナイアシン
ビタミンＢ6

ビタミンＢ2

150

0.83 1.32

283
3.77
49

12.56g
ｎ－３系脂肪酸 g

mg

葉酸

ビタミンＢ12

mgNE

μ g

μ g

8.0
2.0

飽和脂肪酸 3) －

パントテン酸
ビタミンＣ mg

mg

ｎ－６系脂肪酸 g
1.4
11.0

7.9 12.7 250
0.96 1.15 45
2.0 2.4

85 100
7.0%

200
5

1000240

mg

mg

μ g

mg

0.9
2.7
107
0.67
0.75

0.74 1.19

5.5 100
6.0 700

ビタミンＤ

カルシウム

μ gRAE

μ g

銅

マグネシウム 2)

mg

mg

mg

亜鉛

ビタミンＡ

鉄
リン

あなたの摂取量 不足判断のための摂取のめやす

上限量
総量

(Ａ値) (Ｂ値)

1618
55.2
2248

7.0
6.7
1.22

3000

g

mg

5.5

mg 2000
550 650

mg

2600

406.5

576
280
893

50

350
2500

700 2700

6 8 35
100.6 0.8

240 290

２）通常の食品からの摂取の場合、上限量の考慮は必要ありません。

種実類

ジャム

32g

いも類

7g

生果

砂糖・甘味料類
豆類

緑黄色野菜
その他の野菜

漬物
29g
－
－

5g

49g
105g

80g

－

油脂類

500

mg

カリウム 1)

11.2
0.84
1.4

エネルギー kcal －

255

800

(Ｃ値)
Ｃ値以上で
ほぼ不足の

心配なし

たんぱく質 40

Ａ値以下で
かなり不足

の心配

Ｂ値未満で
不足の心配

あり

各栄養素の摂取量

○○　○○　様 ２０１６年１１月０２日～２０１６年１１月０２日

メモ

「あなたの摂取量」は「摂取量のめやす」の範囲内に収まっていますか？

「あなたの摂取量」 が「摂取量のめやす」の範囲内にある場合は、全体の食事の量が適切である
と考えられます。

あなたの
摂取量(1618kcal)

「あなたの摂取量」と「摂取量のめやす」を比べてください。

「摂取量のめやす」のそれぞれの割合と「あなたの摂取量」のそれぞれの割合が近ければ、あなた
のたんぱく質・脂質・炭水化物の摂取量の割合は望ましいでしょう。

たんぱく質脂肪炭水化物
摂取量のめやす# # #
あなたの摂取量# # #

朝食昼食夕食間食
0 0 0 0

あなたの朝食・昼食・夕食 調査日の食事内容
の食べ方を表しています。

「朝食を食べているか」、「夕食や間食
の割合が大きくなっていないか」等を
確認しましょう。

身体測定結果 歩数
※結果内に*の印字がある場合、

正確な調査が行われていない

※ 成人の目安　やせ:18.5未満、 ふつう:18.5以上 25未満、肥満:25以上 可能性があります。

4,000(kcal)0 1,000 2,000 3,000

朝食 夕食

ご飯 栗おこわ

みそ汁 具だくさんポトフ

身長(cm) 腹囲(cm)
28年11月 47.4 146.1 71
測定年月 体重(kg)

食事調査報告
期間 ２０１６年１１月０２日～２０１６年１１月０２日

女 （１日間）(名前) ○○　○○　様 (年齢) (性別)64歳

お茶

コーヒー 煮しめ（里芋、高野豆腐、野菜）

サラダ なます

厚焼き卵 お茶

ヨーグルト

昼食 間食

きつねうどん（汁・残） コーヒー

豚汁（大椀）

ほうじ茶(浸出液)

１日の歩数
8280

ＢＭＩ
22.2

黒豆佃煮
朝食 夕食

昼食 間食

ごはん

摂取量のめやす

23.4

%

38.4

%

37.0

%

1.3%

13～20

13.6 

20～30

24.5 

50～65

61.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

摂取量のめやす

あなたの摂取量

たんぱく質 脂肪 炭水化物

野菜、果実類をどのくらい食べていますか？

脳卒中、心臓病やがんの予防の観点から野菜350ｇ、カルシウムの摂取の観点から緑黄色野菜
120ｇ、牛乳・乳製品130ｇ、豆類100ｇの摂取を目指しましょう。(目標値は健康日本21による)

以外は、食生活を見直してみましょう。

目標値120g

目標値100g

あなたの食事を栄養素等の面から考えてみましょう。

あなたの食事について、厚生労働省が示した目安と比べて、栄養素ごとにしるしをつけました。

これからの食生活の参考にしてください。 以外は、食生活を見直してみましょう。

の見方

－

－

野菜
(49g)

－

カルシウム

鉄

緑茶等に多く含まれます。

す。（不足に関連する病気：貧血）

す。（不足に関連する病気：骨粗しょう症）

レバーなどの肉類、魚介類、豆・豆製品、野菜類、海藻類等に多く含まれま

ビタミンＣ

目安は日本人の食事摂取基準（2015年版）を参考にしました。

整腸作用があります。野菜類、果物類、いも類、豆類、海藻類等に多く含ま
れます。（不足に関連する病気：便秘）

加工食品や調味料等に多く含まれます。

－
皮膚や粘膜の健康を保つことに関係します。野菜類、果物類、いも類、

－

栄養素等

－

解説

皮膚や粘膜の健康を保つことに関係します。レバー、魚介類、牛乳、納豆等
ビタミンＢ２

－ ビタミンＢ１
エネルギーの代謝に関与するビタミンです。玄米、豚肉、豆・豆製品等に多
く含まれます。（不足に関連する病気：脚気）

に多く含まれます。（不足に関連する病気：口内炎）
－

－

脂質－

たんぱく質
（摂り過ぎに関連する病気など：腎臓への負担の増加、カルシウム排泄量の増加）

エネルギー源であり、血液を構成する成分です。ビタミンＡ、Ｅ、Ｄ、Ｋの

レバー、魚類、かぼちゃやにんじんなどの緑黄色野菜等に多く含まれます。
（不足に関連する病気など：夜盲症、皮膚や粘膜の乾燥）

－ ビタミンＡ

－

食品群 あなたの摂取量

400g

目

標

値

350

身長、体重の値などが不明なため判定できませ
ん。

食物繊維－

（摂り過ぎに関連する病気：高血圧、胃がん）

骨や歯の構成成分です。牛乳・乳製品、魚介類、野菜類等に多く含まれま

－

摂取を控えることが望ましいでしょう。

○○　○○　様 ２０１６年１１月０２日～２０１６年１１月０２日

野菜類

(154g) 色の薄
い野菜
(105g)

0

果実類

もう少し摂取を増やすとよいでしょう。

摂取を増やすことが望ましいでしょう。

(29g)

ｇ

緑黄色

食塩

エネルギー
とが望ましいです。不足ではやせ、過剰では肥満が心配されます。

筋肉や皮膚などを構成する成分です。

吸収を助ける働きもあります。（摂り過ぎに関連する病気：脂質代謝異常）

食事の量と仕事や家事、運動等で消費するエネルギーの量が等しくなるこ

現在の摂取はおおむね良好と考えられます。

メモ


